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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第１四半期 27 △6.6 △71 - △71 - △67 -

2022年12月期第１四半期 29 6.3 △30 - △30 - △31 -

（注）包括利益 2023年12月期第１四半期 △67百万円（-％） 2022年12月期第１四半期 △31百万円（-％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第１四半期 △10.71 -

2022年12月期第１四半期 △7.34 -

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年12月期第１四半期 437 411 87.8

2022年12月期 515 479 87.6

（参考）自己資本 2023年12月期第１四半期 384百万円 2022年12月期 451百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 - 0.00 - 0.00 0.00

2023年12月期 -

2023年12月期（予想） 0.00 - 0.00 0.00

１．2023年12月期第１四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

　現時点では業績に与える未確定な要素が多く、現段階では合理的な算定が困難であることから未定とさせていただきま

す。今後、予想が可能となりました段階で速やかにお知らせいたします。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期１Ｑ 6,318,500株 2022年12月期 6,318,500株

②  期末自己株式数 2023年12月期１Ｑ 20株 2022年12月期 20株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期１Ｑ 6,318,480株 2022年12月期１Ｑ 4,335,702株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通

しであり、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後の事業運営や外部要因等に大きく依存するこ

とから、それらの状況変化により、記載の予想数値と異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が段階的に緩和さ

れ、社会経済活動の正常化に向けた動きが見られるものの、燃料価格及び原材料価格の高騰、円安傾向等も継続し

ており、当社グループが関連する業界等におきましても、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　こうした環境下、当社グループは、

・　フットサル施設の運営及び当該施設を活用した事業を行う「スポーツ事業」

・　不動産や太陽光発電施設などの事業用資産の所有者等に対する資金調達に関する助言を行い、収益化を図って

いる「不動産事業」

・　デジタル・マーケティング業務として動画広告営業を行っている「Ｗｅｂ事業」

・　太陽光発電施設の仕入、販売及び仲介事業を行う「太陽光事業」

・　産業廃棄物処理施設の管理、運営等を行う「環境ソリューション事業」

の５つの事業を展開してまいりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高27,368千円（前年同期比6.6％減）、営業損失71,689

千円（前年同期は30,219千円の営業損失）、経常損失71,724千円（前年同期は30,205千円の経常損失）、親会社株主

に帰属する四半期純損失67,693千円（前年同期は31,820千円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりまし

た。

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（スポーツ事業）

　兵庫県のつかしん店では、個人を対象としたフットサルイベントを多く実施したことが奏功し、当第１四半期連

結累計期間は増収増益となりました。一方、神奈川県の東山田店では、天候不順等により、特に週末のフットサル

イベントが中止を余儀なくされたことから、減収減益となりました。

　その結果、売上高は27,216千円（前年同期比0.3％減）、営業利益は7,414千円（前年同期比12.1％減）となりま

した。

（不動産事業）

　不動産や太陽光発電施設などの事業用資産の所有者等に対する資金調達に関する助言を行い、収益化を図る方針

でしたが、当第１四半期連結累計期間で売上高は計上されておらず、販売費及び一般管理費の負担があるため、営

業損失は2,036千円（前年同期は2,076千円の営業損失）となりました。

（Ｗｅｂ事業）

　Ｗｅｂ関連事業に関しましては、デジタル・マーケティング業務としての動画広告営業を継続したものの、売上

高は計上されず（前年同期は2,000千円の売上高）、販売費及び一般管理費の負担があるため、営業損失は3,611千

円（前年同期は1,420千円の営業損失）となりました。

（太陽光事業）

　太陽光事業に関しましては、2020年10月１日より新規事業として販売用太陽光発電施設の仕入・販売・仲介事業

を開始しました。当第１四半期連結累計期間においては、太陽光発電施設の仕入・販売・仲介の実績がなかったた

め、売上高は計上されず（前年同期売上高は－千円）、営業損失は1,760千円（前年同期は2,401千円の営業損失）

となりました。

（環境ソリューション事業）

　当社連結子会社である株式会社ジェイクレストが2022年９月29日付けで安定型最終処分場を運営するエイチビー

株式会社の全株式を取得し、同社を子会社化いたしました。これにより、当社グループは新規事業として「環境ソ

リューション事業」を開始することといたしました。当第１四半期連結累計期間においては、2023年３月17日より

産業廃棄物の受入を開始したことにより売上高は152千円となり、一方で開業準備費用及びのれん償却額の負担が

あるため、営業損失は37,871千円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は437,586千円となり、前連結会計年度末に比べ78,082千円減少いたしま

した。その主な要因は、現金及び預金が46,902千円減少、のれんが26,716千円減少したことによるものでありま

す。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は25,946千円となり、前連結会計年度末に比べ10,388千円減少いたしま

した。その主な要因は、未払金が3,326千円減少、未払法人税等が5,795千円減少したことによるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は411,639千円となり、前連結会計年度末に比べ67,693千円減少し、

自己資本比率は87.8％となりました。その要因は、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により利益剰余金が

67,693千円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年12月期の業績予想につきましては、現時点では業績に与える未確定な要素が多く、現段階では合理的な算

定が困難であることから未定とさせていただきます。今後、予想が可能となりました段階で速やかにお知らせいた

します。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 124,690 77,788

売掛金 5,269 5,581

未収入金 212,945 212,945

前渡金 1,837 2,222

前払費用 3,846 4,087

未収還付法人税等 14,667 14,667

未収消費税等 16,823 12,473

その他 702 473

貸倒引当金 △212,976 △212,977

流動資産合計 167,806 117,262

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 36,414 35,522

機械装置及び運搬具（純額） 453 634

その他（純額） 245 212

有形固定資産合計 37,113 36,370

無形固定資産

のれん 293,880 267,163

無形固定資産合計 293,880 267,163

投資その他の資産

敷金及び保証金 16,843 16,757

その他 24 33

投資その他の資産合計 16,867 16,790

固定資産合計 347,861 320,324

資産合計 515,668 437,586

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

未払金 12,217 8,890

未払法人税等 8,081 2,285

未払消費税等 297 1,229

未払費用 10,269 8,402

預り金 1,332 1,298

前受金 417 354

その他 833 600

流動負債合計 33,449 23,060

固定負債

長期預り保証金 150 150

その他 2,735 2,735

固定負債合計 2,885 2,885

負債合計 36,335 25,946

純資産の部

株主資本

資本金 361,852 361,852

資本剰余金 456,109 456,109

利益剰余金 △366,004 △433,698

自己株式 △24 △24

株主資本合計 451,933 384,239

新株予約権 27,400 27,400

純資産合計 479,333 411,639

負債純資産合計 515,668 437,586

- 5 -

株式会社ジェイホールディングス(2721) 2023年12月期 第１四半期決算短信



（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 29,292 27,368

売上原価 17,535 17,704

売上総利益 11,757 9,664

販売費及び一般管理費 41,976 81,353

営業損失（△） △30,219 △71,689

営業外収益

受取利息 0 0

受取手数料 9 －

還付加算金 3 1

その他 0 0

営業外収益合計 13 1

営業外費用

支払利息 － 36

営業外費用合計 － 36

経常損失（△） △30,205 △71,724

特別利益

投資有価証券清算益 － 4,314

受取和解金 － 150

特別利益合計 － 4,464

特別損失

減損損失 125 －

特別損失合計 125 －

税金等調整前四半期純損失（△） △30,331 △67,260

法人税、住民税及び事業税 1,488 433

法人税等合計 1,488 433

四半期純損失（△） △31,820 △67,693

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △31,820 △67,693

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

四半期純損失（△） △31,820 △67,693

四半期包括利益 △31,820 △67,693

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △31,820 △67,693

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　当社グループは、前連結会計年度において、営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失及び営業キャ

ッシュ・フローのマイナスを計上したことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存

在しているものと認識しておりました。当第１四半期連結累計期間においては、営業損失、経常損失、親会社株主に

帰属する四半期純損失を計上しており、今後の当社の売上及び利益の見通しについて不確実性が存在することから、

継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が引き続き存在しているものと認識しております。

　当社グループは、こうした状況を解消するため、以下の施策を着実に実行してまいります。

①収益基盤の強化

＜スポーツ事業＞

　スポーツ事業に関しましては、東山田店及びつかしん店ともに、顧客満足度の高いイベントを企画することにより

集客増加を図ってまいります。

＜不動産事業＞

　不動産事業に関しましては、当社連結子会社である株式会社ジェイリードパートナーズにおいて、産業廃棄物中間

処理施設の運営会社に対して、セール＆リースバックを主軸とした資金調達に関する助言業務を実施し、収益化を図

ってまいります。

＜Ｗｅｂ事業＞

　Ｗｅｂ関連事業に関しましては、従来の動画広告営業に加えて、今後当社グループが注力する環境ソリューション

事業及び産業廃棄物処理業者に対する金融サービス事業と連携し、インターネット広告の分野で新たな事業及び収益

源の確保を目指します。

＜太陽光事業＞

　太陽光事業に関しましては、今後、二酸化炭素排出権取引が拡大することを見据え、太陽光発電施設取引仲介に加

えて、当社の利益成長に伴う手元資金を活用し、太陽光発電施設を取得し保有することにより売電収入を得ることを

目指します。

②コスト削減

　各部門の仕入原価、販売費及び一般管理費の見直しを引き続き継続するとともに、本社費の削減に取り組むこと

で、全社の利益率の向上に努めてまいります。

③財務基盤の強化と安定

　当社は、財務基盤の強化と安定を図るため、第29期連結会計年度において第三者割当による新株及び新株予約権の

発行により資金調達を行い、債務超過を解消いたしました。また、前連結会計年度においては新株予約権の発行及び

行使により523,875千円の資金調達を行いました。今後、新株予約権の行使が進んだ場合には、さらに財務基盤が強

化されることとなります。

　また、上記の施策を着実に実行することにより、当社グループの経営基盤の強化を図ってまいりますが、当該施策

において最も重要である各事業における収益基盤の強化は外部要因に大きく依存することから、現時点においては継

続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を四半期連結財務諸表に反映しておりません。
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（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することといたしました。

　これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第１四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

　当第１四半期連結累計期間において、新株予約権の権利行使により資本金が14,959千円、資本準備金が14,959千円

増加し、当第１四半期連結会計期間末において資本金が114,959千円、資本剰余金が209,216千円となっております。

当第１四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

スポーツ
事業

不動産
事業

Web
事業

太陽光事業 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

外部顧客への売上高 27,292 － 2,000 － 29,292 － 29,292

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 27,292 － 2,000 － 29,292 － 29,292

セグメント利益

又は損失（△）
8,434 △2,076 △1,420 △2,401 2,536 △32,755 △30,219

（単位：千円）

スポーツ
事業

不動産
事業

Web
事業

太陽光事業
環境ソリュ
ーション事

業
合計

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

外部顧客への売上高 27,216 － － － 152 27,368 － 27,368

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ － － － － － － －

計 27,216 － － － 152 27,368 － 27,368

セグメント利益

又は損失（△）
7,414 △2,036 △3,611 △1,760 △37,871 △37,865 △33,823 △71,689

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△32,755千円は、主に報告セグメントには配分していない全社費用

であり、主に持株会社である親会社に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　報告セグメントに帰属しない全社資産に係る減損損失125千円を計上しております。当第１四半期連結

累計期間における減損損失計上額は125千円であります。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△33,823千円は、主に報告セグメントには配分していない全社費用

であり、主に持株会社である親会社に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当社連結子会社である株式会社ジェイクレストが2022年９月29日付けで安定型最終処分場を運営するエ

イチビー株式会社の全株式を取得し子会社化したことにより、前第３四半期連結会計期間より「環境ソリ

ューション事業」を報告セグメントに追加しております。なお、報告セグメントの変更が前第１四半期連

結累計期間のセグメント情報に与える影響はありません。

- 11 -

株式会社ジェイホールディングス(2721) 2023年12月期 第１四半期決算短信


